
船舶事故等調査報告書 

平成２１年４月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９神第４３号 

事故等名 貨物船KAVALEROVO 衝突（岸壁） 

発生年月日時刻 平成２１年２月１２日０７時３０分ごろ 

発生場所 舞鶴港喜多防波堤灯台から真方位１８７°３６０ｍ 

（概位 北緯３５°２７.２′、東経１３５°１８.９′） 

事故等調査の経過 調査の概要：平成２１年２月１７日 神戸・地方事故調査官が、船長提出の事故報告書

を入手 

原因関係者からの意見聴取：意見なし 

事実情報 

船種･船名･総トン数 

船舶番号（IMO 番号） 

船舶所有者等 

 

貨物船KAVALEROVO
カ バ レ ロ ホ

（カンボジア船籍） ３,０５７トン 

７１０２０７７ 

ATLAS PACIFIC SHIPPING CO LTD 

船種・船名・総トン数 

船舶番号（IMO 番号） 

船舶所有者等 

 

乗組員等に関する情報 船長 外国免状 

負傷者 なし 

損傷 船首右舷側に約５０ｃｍの亀裂 

岸壁：ドルフィン型の岸壁張り出し部が幅約３ｍ、奥行き約３ｍにわたって崩落 

事故等の経過 本船は、京都府舞鶴港第４ふ頭に着岸作業中、視程が約３０ｍとなったのち、平成２１

年２月１２日０７時３０分ごろ、岸壁と船首部が接触し、船首部が損傷したが、油の流

出、負傷者はなかった。 

当時、西風、５～７m/s で、視程は約３０ｍであった。 

 

分析 気象・海象の関与 

乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

判明した事項の解析 

あり 

あり 

なし 

検疫錨地発進時の視程は約０.５海里で、衝突約６分前、視程

が約３０ｍになったとき機関を停止し、衝突約１分前、船首配

置の一等航海士から岸壁までの距離約２５ないし３０ｍとの

報告を受けて、全速後進をかけたものの岸壁と衝突した。 

本船は、船位の確認を適切に行わなかったため、減速時期

が遅れた可能性があると考えられる。 

原因 本事故は、本船が、係留岸壁に向かって進行中、船位の確認を適切に行わなかった

ため、減速時期が遅れ、岸壁に衝突したことにより発生した可能性があると考えられ

る。 

その他の事項 なし 

 




